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熱中症の発生場所（2017年）
「消防庁・熱中症による救急搬送者の状況2017年」より作成
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熱中症対策とっていますか？～ステイホーム中も対策を～
 

〇熱中症とは…
　高温多湿な環境下において、体内の水分および塩分(ナトリウム等)のバランスが崩れたり、

体内の調整機能が壊れたりすることなどで発症します。

〇熱中症の症状とは…
　Ⅰ度(軽度)：めまい、たちくらみ、筋肉痛

　Ⅱ度(中度)：頭痛、吐き気、体がだるい(倦怠感)、虚脱感

　Ⅲ度(重度)：意識がない、けいれん、高い体温、呼び掛けに対し返事がおかしい

〇熱中症は予防が大切
①水分補給をこまめにしましょう

　特に高齢者はのどの渇きを感じにくくなっているので、のどが渇いていなくても水分補給

をしましょう。水分補給は塩分も大切です。

★自分で作る場合の目安：水100mlあたり食塩0.1～0.2ｇです。

市販のスポーツドリンクであれば、成分表示から塩分相当量が100ml中0.1～0.2gである

もの、または経口補水液を選びましょう。

②エアコン・扇風機を上手に利用しましょう

③高温・多湿を避け、日陰を選んで行動しましょう

④食事・睡眠をしっかりとりましょう

　訂正：６月25日発行　広報はっぽうお知らせ版で一般健康診査の対象者・保険の種類に

　　　　誤りがありましたので訂正し、お詫び申し上げます。

■問合せ先　福祉保健課　健康推進係　☎７６‐４６０８

熱中症は住居での発症が１位

ステイホーム中も対策が必要です

対象者

 19～39歳（R3.3.31時点） 国保（誤）→関係なし（正）

 生活保護受給者（追加） 生活保護

保険の種類




